
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

●越谷市保存民家「大間野町旧中村家住宅」と連携し、昔の生活を学

んだり、昔の道具の使い方を体験したりする学習を行っている。 

●６月に行われた「初夏のお茶会」や１１月の「県民の日イベント」

にも児童が積極的に参加している。 

●地域の文化財を有効に活用し、教育計画に位置づけて体験学習を

行うことで、社会科の学習のねらいを高めることができた。 

●施設の方との交流を通して、昔の生活の様子を知ったり、昔の道

具を体験したりすることで、祖先を敬う気持ちや郷土を愛する気

持ちを育むことができた。 

●教科書に出ている道具を実際にさわることができてうれしかった。 

●施設の方に教えてもらいながら昔の道具を使ってみて、すごく力が

必要なんだと思った。 

●昔の人にとって水を運ぶことは、とても大変なことだったんだと思

った。 

昔の道具体験 

第３学年 


